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【短報】チュウジョウヒゲナガハムシの追加記録と
食草について
チュウジョウヒゲナガハムシ Galerucella chujoi 

Komiyaは北海道のサロベツ原野から得られた標本
を基に記載された種であり，これまで追加記録が
なく食草や生態についても不明であった（Komiya, 
2005; 滝沢 , 2011）．筆者らは釧路湿原と利尻島で
採集された標本を得ているので，追加記録とし
て報告する．また，食草としてヤナギトラノオ
Lysimachia thyrsiflora L. を確認したため，併せて記
録する．

6 exs., 北海道標茶町五十石 , 24. VI. 2007, 吉富博
之採集・末長保管（図 1）. 

35 exs., 北海道利尻富士町南浜湿原 , 8. VI. 2011, 
安藤祐介採集・末長・南保管 .

45 exs., 北海道利尻富士町南浜湿原 , 1~5. VI. 

2012, 安藤祐介採集・末長保管 .
6 exs., 北海道釧路市美濃 , 1. VII. 2012, 末長採集・

保管 .
釧路市美濃のものは湿地内のヤナギトラノオを後

図1．チュウジョウヒゲナガハムシ（左：背面；右：腹
面）．
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食しているところを採集したものである．また，南
浜湿原のものも採集者の安藤氏によると湿地のヤナ
ギトラノオのみを食害していたとのことであり，筆
者のひとりである末長が 2012年 8月 2日に実際に
南浜湿原を訪れた時は，成虫は見られなかったもの
の多数の食痕が残っているのを確認している．
末筆ながら , 貴重な標本をご恵与下さった愛媛大
学ミュージアムの吉富博之博士と三笠市の安藤祐
介氏に厚くお礼申し上げる．
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【短報】石川県におけるキボシツブゲンゴロウの初
記録
キ ボ シ ツ ブ ゲ ン ゴ ロ ウ Japanolaccophilus 

nipponensis (Kamiya, 1938)は，ゲンゴロウ科キボシ
ツブゲンゴロウ属として知られる唯一の種で（森・
北山，2002），最新の「環境省版レッドデータブック」
では準絶滅危惧（NT）に選定されている（環境省
自然環境局野生生物課希少種保全推進室，2015）．
石川県からは，これまでに 40種のゲンゴロウ類が
記録されている（渡部，2015）が，本種は確認さ
れていない．筆者は，石川県 41種目となる本種を
採集しているのでここに報告する．なお，採集お
よび標本の保管先は全て筆者である．

1ex.，金沢市大額町 碇川支流（犀川水系），18．
III．2016（図 1）．

1ex.，白山市相滝町 堂川（手取川水系），15．
IV．2016．
採集地点はどちらも砂の堆積した河川で，流れ
が緩やかな淵の水深がある場所に浸かった植物の
根際から得られた（図 2）．時期が悪かったのか個
体数は少なく，2地点ともに 1個体のみの確認に
留まった．
本種は，「環境省版第 2次レッドリスト」より準
絶滅危惧（NT）に指定されており（環境省自然環
境局野生生物課，2000），全国的に希少であること
や，レッドリスト掲載種として注目されやすいに
も関わらず県内ではこれまで未確認であったこと

などを踏まえると，石川県においても希少である
可能性がある．一方で，断片的ではあるが 2水系
において生息が確認されたことから，より広範囲
に生息する可能性も考えられ，生息状況を解明す
るための調査が望まれる．
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図1．石川県産キボシツブゲンゴロウ．

図2．本種の生息環境（碇川支流）．


